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設備の健全性評価の進め方

■ 原子力安全・保安院（以下、「保安院」）では、３段階の手順を踏みながら

評価を進めています。今回、１号機について、プラント全体の評価が終了

し、７月１５日保安院としての報告書を取りまとめました。

・発電所を構成する機器単位での

健全性評価（２～４号機で実施中）

・これら機器から構成される系統単位

で担うべき安全機能を評価 （５号

機で実施中）

（各構成部品の健全性評価） （各系統の健全性評価：エンジン停止）

（例）①ブレーキペダル踏み込み～
②ブレーキ作動～③ブレーキランプ
点灯

（エンジンを回し、試運転）

【自動車に例えると・・・】

・機器単位、系統単位の評価を踏まえた

上で発電所のプラント全体としての機能

を評価（１、６、７号機で完了）
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【各出力段階において確認】

・機器の点検

・系統機能試験

・運転データ（約９００項目）の確認 等

【格納容器内（ドライウエル内）の点検】

・配管等の漏えい確認

・支持構造物の熱による伸び量の確認

・耐震強化設備の確認 等

【タービン、発電機の点検】

・蒸気タービン振動数の確認

・発電機、変圧器等の確認 等

（注）制御棒による出
力調整の「パター
ン変更により一時
的に出力が降下

：復水器真空度
：原子炉圧力
：タービン回転数
：発電機出力

凡例
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原子炉給水ポン
プ吐出弁の不具
合により起動操
作を延期

東京電力において、各ホール
ドポイント毎に実施される評価
会議に出席し、適切に評価を
行っていることを確認。
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Ⅱ．保安院として確認した主な事項

①プラント試験計画書の妥当性

②保安規定の遵守状況

③プラント試験の状況

④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況

上記の項目について、保安検査、立入検査等により、通常
の検査に比べ体制を強化して確認を実施。
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①プラント試験計画書の妥当性
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○保安院は、地震の影響を 評価する
上で適切な点検・試験項目等が計画
されているものと評価

（例）ポンプ、電動機、弁等の、地震による機能
への影響について、あらかじめ損傷形態の
想定を踏まえ、それらが検知できる点検方
法として目視点検や作動試験を選択。

目視点検では、地震によって加わった力の
影響が比較的顕在化しやすい部位として、
基礎ボルト、支持構造物、軸受、軸継手等
に特に着目して点検。

作動試験では、損傷があった場合の現象と
して現れる異常な振動、異音、異常な温度
上昇、漏えいの有無等について試験。

プラント試験計画書（Ｈ22.2.19受理）

設備健全性評価サブＷＧで審議
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②保安規定の遵守状況
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保安院は、
○原子炉起動時・出力上昇時の運転操作が適切に行われてい

ること。
○プラント試験中に発生した不適合事象に対して原因究明と対

策が適切に実施されていること 等
を確認。

評価会議に出席し、不適合対応等が適切に行
われていることを確認プラント運転操作が適切に行われていることを確認
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③プラント試験の状況
（その１～設備点検～）
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保安院は、原子炉からの蒸気を供給できるようになって初めて実施す
る９０機器の作動確認及び漏えい確認等の実施結果について、技術
基準に適合し、問題がないことを確認。

地震によって加わった力の影響
が比較的顕在化しやすい部位
（管の継手部や弁のフランジ部）
に特に着目した点検が行われ、
その結果に異常がないことを、点
検に立ち会う等により確認。

原子炉隔離時冷却系ポンプの運転状態確認
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③プラント試験の状況
（その２～専門家等のご意見を参考に重点的に安全確認を実施～）

７号機で発生した不適合事象の１号機での発生防止対策の確認

○７号機のプラント確認試験において、原子炉隔離時冷却系の機能検査
の際にサプレッションプールの水位が一時的に制限値を超えたが、１号
機においては、適切 な監視のもと操作が行われていることを確認。

○蒸気や高温水が通る配管等やその支持構造物、支持構造物の付根部に
対 し、外観目視点検を実施。

○異常な変位や配管等の干渉が生じていないことを確認。

熱の影響をうける部位の変位等の確認

地震応答解析の結果、厳しかった部位の確認

○ドライウェル（格納容器内）点検時に、上部シヤラグ、原子炉冷却材再循
環系配管及び残留熱除去系配管の支持構造物（メカニカルスナッバ）の
外観目視点検を実施。

○異常な変形や変位等がないことを確認。

7

配管サポートの確認状況

サプレションプール水位の確認

上部シヤラグの確認状況
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③プラント試験の状況
（その３～系統機能試験～）
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保安院は、原子炉からの蒸気を供給できるようになって初めて実施
する４項目※の系統機能試験について、試験結果が技術基準に適合
し、所要の機能を有していることを確認。

当該試験では、定格熱出力運転時に
おいて、蒸気タービン関連パラメータ
（２１種類、６４項目）を連続４時間以上
測定し、判定基準を満足していること、
測定期間中安定していることを確認。

確認項目 測定値 基準値

主タービン回転速度(rpm) 1491～1501 1500

主タービン軸振動(mm) 0.010～0.048 0.175以下

※①原子炉隔離時冷却系機能試験、②気体廃棄物処理系機能試験、③蒸気タービン性能試験（その１）及び④蒸気タービン性能試験（その２）

蒸気タービン関連パラメータの例

（例）蒸気タービン性能試験（その１）
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③プラント試験の状況
（その４～運転データ等に対する確認～）

9

通常起動時に確認する約２倍の約９００項目の運転データについて、
判定基準値等に照らし妥当であることを確認。

また、ドライウエル点検において機器の健全性や耐震強化工事を
行った配管等の健全性を確認。

振動診断への立ち会い ドライウエル点検への立ち会い
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④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況（その１）
これまでの点検で不適合事象が８３件（７号機では７５件、６号機では４１件発生）確認されているが、

不適合事象の要因については、「一過性」、「偶発事象」等であり、いずれも原子
炉の安全に影響を与えるものではなく、地震の影響によるものではないこと、こ
れらの不適合に対して、補修・取替等の対策が適切に講じられていることを確認
した。また、不適合事象の要因分析を行い、各要因に応じた点検頻度の見直し、
点検要領書の改訂等を行っていることを確認した。

主な不適合事象を次ページ以降に示す。

要因 ＧⅠ ＧⅡ ＧⅢ 合計

一過性 ０ ０ ４ ４

偶発事象 ０ ４（３） １８（７） ２２（１０）

施工不良 ０ ０ ４ ４

経年影響 ０ ４ ３８ ４２

入熱影響 ０ １ ２ ３

品質保証 ０ ８ ０ ８

合計 ０ １７（３） ６６（７） ８３（１０）
注：（ ）内の１０件は、他の要因と重複計上（ＧⅡの偶発事象３件は、経年影響２件、入熱影響１件と重複計上、ＧⅢの偶発事象７件は、一過性１件、経

年影響６件と重複計上）されており、実数の内数に含まれない。

○不適合事象の要因及び不適合グレード（※）別分類表

※不適合グレード
グレード 事象内容

ＧⅠ 法令等に基づく報告事象、安全上重要な機器の機能喪失、技術的にプラント停止に至っ
た機器の故障 など

是正処置、予防処置を確実に実施すべ
き重要な事象

ＧⅡ 一定運転の継続に支障のある故障、品質保証の要求事項に対する不適合事象 など 是正処置を確実に実施すべき事象
ＧⅢ 通常のメンテナンス範囲内の事象 など 修正処置などを行う事象



原子力安全・保安院

11

M/D RFP(B)

M/D RFP(A)

T/D RFP(A)

T/D RFP(B)

高圧復水ポン
プ（停止中）

低圧復水ポンプ
（運転中）

低圧タービン

復水器

復水
再循環弁

給水再循環弁

原子炉給水ポンプバイパス弁

Ｔ/Ｄ ＲＦＰ吐出弁（Ａ）

原
子
炉
圧

力
容
器

原子炉給水ラ
イン注入弁

Ｔ/Ｄ ＲＦＰ吐出弁（Ｂ）

《不適合の内容》
５月２２日、原子炉起動準備操作として、原子炉給水ライン注入弁を開けたところ、原子炉水位が上昇。その

ため、現場確認をしたところ、全閉中の原子炉給水ポンプバイパス弁から流水音を確認。また、給水ポンプ出

口側の残り６弁を確認を行い、タービン駆動原子炉給水ポンプ（Ｔ／Ｄ ＲＦＰ）吐出弁（Ｂ）においてもシート性

能の低下を確認。このため当初予定していた起動操作（制御棒引抜）を延期。

【原因及び対策】
弁体が長期間にわたり水圧の脈動で振動し、弁体と弁箱が繰り返し接触したことでシート面にへこみが発生

してシート性能が低下したものと推定。地震による影響ではない。シート面の手入れを行い、復旧。

系統概要図

（保安院の対応及び評価）
○東京電力による原因調査、対策の検討、対

策実施後の作動状況確認等に検査官が立ち
会って確認。

○東京電力による原因の推定及び対策は妥当
であると判断。

○起動前評価会議において、復旧状況が評価
されていることを検査官が立ち会って確認。

弁の復旧状況を確認（全体
的にきちんとあたっている。）

弁の分解点検の確認状況

入
口

出
口

原子炉給水
ポンプバイ
パス弁（全
開）

シート面

弁
体

弁箱

弁棒

当たり箇所（赤い箇所）

広い範囲で当たり不良

水圧の脈動により振動し、弁体
と弁箱が繰り返し接触

④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況（その２）
（原子炉給水ポンプ吐出弁等の不具合）

吐出弁（Ｂ）を通
じて炉内に注入
された
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④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況（その３）
（気体廃棄物処理系除湿冷却器の温度制御不良）

復水器

タービン

気体廃棄物処理系

冷媒供給
装置

膨張弁
（通常）

膨張弁
（予備）

除湿
冷却器

※

※除湿冷却器は 内の設備を２セット設置

主
排
気
筒

《不適合の内容》
５月２２日、気体廃棄物処理系の除湿冷却器を１台から２台運転に切り替えた際、除湿冷却器（Ｂ）の温度制御

が不調となり、除湿冷却器(Ｂ)が停止。また、膨張弁全４弁( Ａ、Ｂ系の通常側、予備側)の動作状態を確認した結

果、Ａ、Ｂ系の通常側２弁の不調であることを確認。

【原因及び対策】
除湿冷却器に供給する冷媒をコントロールする弁（膨張弁）を予備側に切り替えることで温度制御は正常となっ

たことから、膨張弁の追従性が悪いことに起因した事象であると推定。地震による影響ではない。
Ａ、Ｂ系の通常側２弁の膨張弁の取り替えを実施。

（保安院の対応及び評価）
○東京電力による原因調査、対策の検討、対策実施後の作動

状況確認等に検査官が立ち会って確認。
○東京電力による原因の推定及び対策は妥当であると判断。
○起動前評価会議において、復旧状況が評価されていることを

検査官が立ち会って確認。

予備側膨張弁
取替実施

通常側膨張弁

通常側膨張弁の取替前 通常側膨張弁の取替後

動作不調箇所
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④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況（その４）
（原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）油フィルタからの油漏れ）

《不適合の内容》
５月２８日、原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）の油フィルタ閉止栓から、油が床面に滴下（約40ml）してい

ることを確認。

【原因及び対策】

プラント起動直前の５月１１日に通常保全の点検で閉止栓の着脱を実施しており、この作業時におけるシール
テープの巻き方が不十分であったと推定。地震による影響ではない。

閉止栓のシールテープを巻き直し、コーキング材を塗布するとともに、念のため下部にオイルパンを設置。

（保安院の対応及び評価）
○東京電力による原因調査、対策の検討、対策実施後の漏えい

状況確認等に検査官が立ち会って確認。
○東京電力による原因の推定及び対策は妥当であると判断。
○起動前評価会議において、復旧状況が評価されていることを

検査官が立ち会って確認。

原子炉冷却材再循環系ＭＧセット（Ｂ）※

原子炉冷却
材再循環ポ
ンプ（Ｂ）

しゃ断器

流体
継手

電動
機

励磁
機

発電機

油フィルタ

閉止栓

漏えい箇所
（直径約２cm)

シールテープ巻き直し、
コーキング材塗布等の実施状況

※原子炉再循環ポンプに電源を供給し、
ポンプ速度の調整を行う設備。
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《不適合の内容》
６月２８日、サプレッションチェンバ（以下Ｓ／Ｃ）の水位及び水温の上昇を確認した。現場の弁の開閉状況、

ＲＣＩＣタービン排気蒸気圧力に上昇が確認されたこと等からＲＣＩＣ主蒸気止め弁のシートリークと推定。当該

弁のシート性能回復させるため、ＲＣＩＣを手動起動し改善を試みたが、改善されず。また、当該不具合でＲＣＩＣ

を起動した際、中央制御室からトリップできない事象が発生。

【原因及び対策】
主蒸気止め弁については、分解点検の結果、弁体に当たり不良が発生していたことが確認されたため、弁体

のシート面の磨きや弁座との当たり面調整を行い、弁を復旧。また、トリップ事象については、トリップ回路に接
点不良があり、電気抵抗が増大したことにより作動しなかったことから、トリップ回路を予備品に交換。

（保安院の対応及び評価）
○東京電力による原因調査、対策の検討、対策実施後の作

動状況確認等に検査官が立ち会って確認。
○東京電力による原因の推定及び対策は妥当であると判断。
○起動前評価会議において、復旧状況が評価されていること

を検査官が立ち会って確認。

④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況（その５）
（原子炉隔離時冷却系（ＲＣＩＣ）主蒸気止め弁及びトリップ機構の不具合）

弁の分解点検の確認状況
弁の復旧状況を確認（全体
的にきちんとあたっている。）

原子炉隔離時

冷却系ポンプ 非常用復

水貯蔵槽

原子炉格納容器

主タービン・発電機へ
（主蒸気配管）

タービン

原子炉圧力容器

タービントリップ弁

蒸気止め弁
蒸気加減弁

シート性能の

低下を確認

サプレッションプール

トリップ回路に

不具合を確認

原子炉圧力容器へ
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《不適合の内容》
６月３日頃からＲＨＲ（Ａ）系ポンプ運転停止後、系統圧力が上昇する事象を確認。当該事象は、今までの運

転においても確認されており、従来から圧抜き操作を行うことで対応。６月２９日に実施したＲＨＲ（Ａ）系ポンプ

運転停止後、系統圧力の上昇が若干早かったことから、原子炉側からのシート漏えいも含めて調査を実施。

【原因の推定】

当該事象は、ＲＨＲ（Ａ）系ポンプ運転により系統にサプレッションチェンバから冷たい水が供給され、ＲＨＲ
（Ａ）系ポンプ停止後、原子炉側の熱が閉弁（ＲＨＲ(Ａ)系停止時冷却注入隔離弁）を介して系統水に伝熱し、体
積膨張することにより圧力上昇が生じたものであり、原子炉側からのシート漏えいによるものではないと推定。

（保安院の対応及び評価）
○東京電力による原因推定について確認し、時間

の経過とともに圧力上昇が緩和し、圧抜き操作回
数も減少していること、過去事象と同様の傾向を
示していること等から、妥当であると判断。

○最終評価会議において、当該事象について評価
されていることを検査官が立ち会って確認。

○なお、東京電力は、今後もプラントの安定運転を
確実なものとするため、当該系統の圧力について、
傾向監視を実施することとしており、保安院も実施
状況を確認していく。

④プラント試験中に発生した不適合事象への対応状況（その６）
（残留熱除去系（ＲＨＲ系）の圧力上昇）

ＰＬＲへ

原子炉

圧力容
器

原子炉格納容器

Ｓ／Ｃ

スプレイへ

熱
交
換
器

ＲＨＲ（Ａ）ポンプ

PLRﾎﾟﾝﾌﾟ

Ｓ／Ｐへ

加圧されているライン

ＲＨＲ（Ａ）系 系統概略図

ＲＨＲ(Ａ)系停止時冷
却注入隔離弁
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電気
出力

原子炉 タービン
発電機

排気筒モニタ 結果

２０％ 主蒸気流量
：１４０２t/h

（過去データ：最小1359t/h

最大1496t/h）

発電機出力
：２００MW

（過去データ：最小180MW

最大204MW）

測定値
：３．５ｓ－１

（過去データ：最小5.0s-1

最大9.0s-1）

５０％ 主蒸気流量
：３１５１t/h

（過去データ：最小3004/h

最大3268t/h）

発電機出力
：５６０MW

（過去データ：最小541MW

最大566MW）

測定値
：３．５ｓ－１

（過去データ：最小5.0s-1

最大5.0s-1）

７５％ 主蒸気流量
：４６５９t/h

（過去データ：最小4436t/h

最大4659/h）

発電機出力
：８３０MW

（過去データ：最小820MW

最大900MW）

測定値
：３．５ｓ－１

（過去データ：最小5.0s-1

最大6.0s-1）

１００％ 主蒸気流量
：６２８０t/h

（過去データ：最小6200t/h

最大6300t/h）

発電機出力
：１１００MW

（過去データ：最小1100MW

最大1100MW）

測定値
：４．０ｓ－１

（過去データ：最小4.2s-1

最大7.0s-1）

定格熱出力
一定運転

主蒸気流量
：６４１０t/h

（過去データ：最小6360t/h

最大6400t/h）

発電機出力
：１１３０MW

（過去データ：最小1120MW

最大1130MW）

測定値
：３．５ｓ－１

（過去データ：最小3.2s-1

最大5.0s-1）

（参考）プラント運転データの例

異常なし



原子力安全・保安院

17

Ⅲ．保安院の活動状況のお知らせ

①保安院の確認結果について、プラン
ト試験のホールドポイント毎に報道
発表（５月３１日（第１報）～６月２９
日（最終報（第１１報）））を行い、計
１１回実施。

②プラント試験開始時に発生した不
適合事象とその対応、原子炉起
動の延期についても、保安院の
見解を報道発表

③上記の報道発表の内容については、
原子力安全・保安院のホームペー
ジに掲載（５月３１日～ ６月２９日）

17

（URL： http://www.nisa.meti.go.jp/）

（５月３１日記者会見の模様（柏崎））
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Ⅳ．保安院の評価

○原子炉の起動、出力上昇等に係る一連の運転操作、プラント全体の
機能試験は適切に実施され、試験結果やプラント運転データ等は妥
当なものと評価できることから、プラント全体の機能健全性に係る問
題はないと評価。

○これまでの機器単位及び系統単位の評価結果と併せると、１号機の
設備健全性は維持されており、継続的かつ安定的に運転する上で問
題ないものと評価。

18

Ⅴ ．今後の対応

○ 今後、東京電力より届出された特別な保全計画を厳格に確認した上で、
当該計画に基づく保全活動が適確に実施されることを確認していくことと
する。


